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『『暮暮ららしし心心地地のの良良いいままちち』』

のの実実現現にに向向けけてて
～～循循環環とと協協働働、、そそししてて多多様様性性ののああるるままちちづづくくりりのの展展開開～～

紫紫波波町町長長 熊熊谷谷  泉泉

「暮らし心地の良いまち」を将来像とする「第三次紫波町総合計画」を、令和２年３月に

議会の議決を経て策定いたしました。令和２年度から令和９年度までの８年間を計画期間と

する町の最上位の計画です。２年間に及ぶ策定過程において、平成 年度に市民ワークショ

ップ、令和元年度に総合計画審議会を実施して議論を重ね、パブリックコメントでも多くの

意見をいただき、多くの町民の皆さんの声が反映された計画であります。ご協力いただいた

皆さんに深く感謝申し上げます。

我が国は少子高齢化による人口減少社会を迎えて久しく、町の総人口も平成 年に

人を数えましたが、平成 年には 人（△ 人、減少率 ％）と緩やかに減少し

てきました。町の中央部は宅地造成に伴う人口の社会増で推移し、東西の農村部では社会減

が進んでいる状況を踏まえ、子どもたちにとってのより良い教育環境を３年に亘って議論し

た結果、学校再編に取り組むこととしました。 年の国連サミットにおいて、「誰一人取

り残さない」のスローガンのもと、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）が採択されました。私

たちも地球に暮らす一員として、持続可能な社会の実現に向け、自分たちに何ができるか考

え、取り組む必要があります。

元号が「令和」に改元されました。この言葉には「人々が美しく心を寄せ合う中で文化が

生まれ育つ」という意味が込められています。町には先人たちのたゆまぬ努力により引き継

がれてきた自然豊かな農から生まれる「食」があり、誇るべき「文化」があります。第三次

総合計画ではこの２つに加え、町民の健康づくりも含めた「スポーツ」を重要な地域資源と

捉えております。また、日詰商店街やＪＲ東北本線の３駅を中心とする「都市（まち）」は暮

らしの利便性を備え、東西の「農村（農業）」ではもち米やソバ、小麦のほか、フルーツの里

と呼ばれるほどブドウやリンゴの生産が盛んです。そして日本酒やワインもあります。これ

らの資源を再確認し、それを生かす「人」によって新しい価値を生み出してまいりたいと考

えます。

今後８年間は、第二次総合計画の基本理念であった「循環」と「協働」を踏襲しつつ、新

たに、町民一人ひとりの「多様性」を強みとしたまちづくりを展開してまいります。協働の

まちづくりを深化させた地域コミュニティの支援、多様な町民や民間企業との公民連携によ

る事業化、そして町に関心を寄せる若者との価値の創出を中心に、社会と経済、環境の調和

のとれた持続可能なまちづくりを展開してまいります。
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※ ＳＤＧｓと第三次紫波町総合計画の関係性 

ＳＤＧｓには 17 の目標があり、169 のターゲットが示されています。町が取り組む第

三次総合計画の 74 の施策の項目と照らし合わせると 100 のターゲットに合致しており、

町の目指す姿が、ＳＤＧｓと理念を共有しています。本計画において、ＳＤＧｓが目指す

「持続可能な世界」の実現に向けて取り組んでいきます。 

第第７７章章 政政策策をを実実現現すするるたためめのの行行財財政政経経営営方方針針

限られた経営資源を生かし、より質の高い行政サービスを町民に提供していくとともに、

自主財源の確保に努めながら財政の健全性に配慮し、持続可能な行政経営を進めます。 

また、時代や環境の変化に伴う要請に柔軟かつ的確に対応できる職員の育成や、組織体

制の不断の見直し、各部課横断の取組みを進めていきます。 

○○ 行行政政経経営営

人口減少による町税収入の減少、インフラを含む公共施設等の老朽化、社会保障費の

増加など厳しい経営環境の中で、町民との協働を軸に、事業の重点化や施設の集約化・

複合化による効率的な運用など、選択と集中の視点に立って限られた経営資源を活用し

ながら、町民の暮らしをより良くするため、新たな価値を生み出し続ける経営の推進を

図り、町民の思いや願いを実現します。 

○○ 財財政政運運営営

公債費の増加などに伴い、将来にわたって負担が重い状況が続く中にあっても、限ら

れた財源を効率的に運用し、持続可能で計画的な財政運営を行います。 
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環境にやさしいベジタブルオイルインキを使用しています
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